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二
〇
一
五
年
度　

学
会
行
事

春
季
学
会
旅
行　
三
月
二
七
日（
金
）〜
二
八
日（
土
）

　

淡
路
島
・
こ
と
ひ
ら
温
泉

今
回
は
、
淡
路
島
の
パ
ル
シ
ェ
で
の
お
香
作
り
体
験
や
香

川
の
栗
林
公
園
見
学
、
金
刀
比
羅
宮
へ
の
参
拝
、
う
ど
ん
学

校
で
の
う
ど
ん
作
り
、
倉
敷
美
観
地
区
で
の
自
由
散
策
と

い
っ
た
盛
り
沢
山
の
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

一
日
目
は
ま
ず
、
淡
路
島
の
パ
ル
シ
ェ
で
お
香
作
り
体
験

と
い
う
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

香
川
県
へ
入
り
、
歴
代
の
高
松
藩
主
が
別
邸
と
し
た
栗
林
公

園
を
訪
れ
ま
し
た
。
栗
林
公
園
で
は
「
一
歩
一
景
」
と
い
う

一
歩
ご
と
に
変
わ
る
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
大
名
庭

園
の
見
学
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
金
刀
比
羅
宮
で
は
、
千
段

以
上
の
階
段
に
疲
れ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
本
宮
へ
た
ど
り
着

い
た
時
の
達
成
感
と
、
そ
こ
か
ら
見
え
る
市
街
の
景
色
の
美

し
さ
は
格
別
な
も
の
で
し
た
。

二
日
目
は
、
う
ど
ん
学
校
で
う
ど
ん
作
り
体
験
を
行
な
っ

た
後
、
岡
山
県
の
倉
敷
美
観
地
区
へ
向
か
い
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
自
由
散
策
の
時
間
が
設
け
ら
れ
、
倉
敷
の
風
光
明
媚
な

景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
、
土
産
物
店
や
食
事
処
を
巡
っ
た
り
、

大
原
美
術
館
を
訪
れ
た
り
す
る
学
生
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

新
入
生
歓
迎
会　
四
月
一
日（
水
）

女
坂
の
桜
が
咲
き
始
め
る
一
方
で
小
雨
が
降
る
中
で
し
た

が
、
今
年
も
無
事
に
新
入
生
歓
迎
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
一
三
五
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。

慣
れ
な
い
ス
ー
ツ
姿
で
史
学
科
の
教
室
を
探
す
姿
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
先
生
か
ら
自
分
の
学
生
証
を
受
け
取
る
姿
に
、

私
た
ち
史
学
会
委
員
一
同
は
、
か
つ
て
の
自
分
を
見
て
い
る

か
の
よ
う
で
し
た
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
学
生
か
ら
の
説
明
が

終
わ
っ
た
後
、
私
た
ち
も
史
学
会
の
紹
介
と
役
員
の
自
己
紹

介
を
行
な
い
ま
し
た
。
私
た
ち
が
上
回
生
の
委
員
の
方
々
の

凛
と
し
た
姿
に
憧
れ
、
史
学
会
委
員
と
な
っ
た
よ
う
に
、
皆

さ
ん
に
と
っ
て
も
憧
れ
ら
れ
る
上
回
生
と
な
る
よ
う
に
な
ろ

う
と
、
よ
り
一
層
気
を
引
き
締
め
た
日
と
な
り
ま
し
た
。
新

入
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
大
学
生
活
は

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
、
不
安
に
思
う
こ
と
や
慣
れ
な
い

こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
際
に
は
史
学
会
委
員
を
頼
っ

て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
微
力
な
が
ら
、
皆
さ
ん
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
入
生
歓
迎
バ
ス
ツ
ア
ー　
四
月
四
日（
土
）

　

上
賀
茂
神
社
・
下
鴨
神
社

史
学
科
の
新
入
生
は
本
願
寺
参
拝
を
終
え
た
後
、
毎
年
行

な
っ
て
い
る
新
歓
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
す
。

本
年
度
は
、
史
学
科
の
先
生
方
と
新
入
生
の
み
な
さ
ん
で
、

上
賀
茂
神
社
・
下
鴨
神
社
へ
行
き
ま
し
た
。
こ
の
バ
ス
ツ

ア
ー
は
新
入
生
同
士
の
交
流
を
目
的
と
し
て
お
り
、
道
中
の

バ
ス
で
は
個
性
の
あ
ふ
れ
る
自
己
紹
介
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

マ
イ
ク
を
持
っ
た
新
入
生
が
、
各
々
の
出
身
地
や
趣
味
の
紹

介
か
ら
史
学
科
な
ら
で
は
の
歴
史
の
話
に
い
た
る
ま
で
語
り

出
し
、
そ
れ
に
共
感
す
る
声
な
ど
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
る

と
、
緊
張
し
き
っ
た
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
た
車
内
が
一
気
に

な
ご
や
か
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

上
賀
茂
神
社
で
は
各
所
で
桜
が
咲
き
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

新
入
生
が
集
っ
て
桜
を
背
景
に
し
て
記
念
撮
影
を
し
た
り
、

参
拝
し
た
り
す
る
姿
か
ら
は
当
初
の
緊
張
は
感
じ
ら
れ
ず
、

少
し
ず
つ
打
ち
解
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
ま
た
、

下
鴨
神
社
で
は
、
宮
司
の
方
か
ら
境
内
や
諸
々
の
建
物
な
ど

の
説
明
を
受
け
な
が
ら
見
学
を
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
も

十
二
単
の
着
付
け
と
そ
の
姿
で
の
舞
の
見
学
は
、
史
学
科
の

学
生
と
し
て
特
に
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

春
季
公
開
講
座　
五
月
二
二
日（
金
）

　
Ｊ
三
二
〇
教
室

イ
ン
ド
皇
帝
戴
冠
式
典
と
明
治
大
正
期
日
本

　

│
亡
き
皇
帝
を
追
慕
す
る
た
め
に
│

 

本
学
教
授　

本
田　

毅
彦

平
安
京
遷
都
と
堀
川
の
成
立

 

早
稲
田
大
学
教
授　

川
尻　

秋
生

夏
季
学
会
旅
行　
八
月
五
日（
水
）〜
六
日（
木
）

　

名
古
屋
・
飛
騨
高
山

夏
季
学
会
旅
行
で
は
、
名
古
屋
・
飛
騨
高
山
方
面
へ
向
か

い
ま
し
た
。
今
回
は
郡
上
八
幡
に
て
食
品
サ
ン
プ
ル
作
り
体

験
を
行
な
っ
た
り
、
白
川
郷
荻
町
合
掌
集
落
や
高
山
市
内
の

古
い
町
並
み
の
見
学
を
し
た
り
、
名
古
屋
城
・
徳
川
美
術
館

を
訪
れ
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
郡
上
八
幡
で
の
食
品
サ
ン
プ
ル
作
り
体
験
を

行
な
い
、
天
ぷ
ら
と
レ
タ
ス
の
食
品
サ
ン
プ
ル
を
作
り
ま
し

た
。
会
場
内
で
展
示
さ
れ
て
い
る
食
品
サ
ン
プ
ル
は
、
本
物

と
見
ま
ご
う
よ
う
な
精
巧
な
つ
く
り
の
物
ば
か
り
で
、
各
所

か
ら
驚
嘆
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
次
に
訪
れ
た
白
川
郷
荻

町
合
掌
集
落
で
は
、
突
然
の
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
る
と
い
う
ハ

プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
合
掌
造
り
の
家
々
に
囲
ま
れ

た
長
閑
な
地
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
午
前
に
高
山
市
内
の
古
い
町
並
み
を
見
学
す

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
土
産
物
街
で
散
策
し
た
り
、

高
山
陣
屋
や
高
山
城
跡
を
訪
れ
た
り
な
ど
、
各
々
で
自
由
な

散
策
を
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
名
古
屋
へ
移
り
、
名
古
屋

城
・
徳
川
美
術
館
を
見
学
し
ま
し
た
。
名
古
屋
城
で
は
江
戸

時
代
の
人
々
の
生
活
の
様
子
を
模
型
な
ど
か
ら
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
、
徳
川
美
術
館
で
は
大
名
道
具
な
ど
の
展
示

物
か
ら
、
徳
川
氏
の
か
つ
て
の
繁
栄
を
偲
び
ま
し
た
。

卒
業
論
文
中
間
発
表

日
本
史　

一
〇
月
五
日（
月
）〜
七
日（
水
）

東
洋
史　

一
〇
月
二
〇
日（
火
）〜
二
一
日（
水
）

西
洋
史　

一
〇
月
一
四
日（
水
）〜
一
六
日（
金
）

秋
季
公
開
講
座　
一
一
月
一
二
日（
木
）

　
Ｊ
三
二
〇
教
室

冊
封
を
通
し
て
見
る
中
華
王
朝
の
国
際
感
覚

 

本
学
教
授　

檀
上　
　

寛

応
仁
の
乱
中
の
京
都
│
戦
い
の
中
の
都
市
生
活
│

 

奈
良
大
学
元
教
授　

下
坂　
　

守
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コ
ー
ス
分
け
説
明
会　
一
二
月
一
一
日（
金
）

本
年
度
も
お
昼
休
み
を
利
用
し
て
、
一
回
生
対
象
の
コ
ー

ス
分
け
説
明
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
配
布
さ
れ
た
お
弁
当

を
食
べ
な
が
ら
、
日
本
史
・
東
洋
史
・
西
洋
史
の
先
生
方
の

お
話
を
聞
く
と
い
う
形
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
方
ひ
と
り
ひ

と
り
が
ご
自
身
の
専
門
や
そ
の
専
攻
で
学
ぶ
こ
と
を
魅
力
的

に
語
っ
て
く
だ
さ
る
中
で
、
一
回
生
は
時
に
笑
い
声
を
あ
げ

た
り
、
時
に
ま
じ
め
な
顔
つ
き
に
な
っ
た
り
と
、
様
々
な
反

応
を
し
て
い
ま
し
た
。
き
っ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
一
年
後
、

二
年
後
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
の
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

説
明
会
終
了
後
、
入
学
当
初
希
望
し
て
い
た
の
と
は
違
う

コ
ー
ス
に
魅
力
を
感
じ
た
り
、
ど
の
コ
ー
ス
を
選
べ
ば
よ
い

の
だ
ろ
う
と
迷
っ
た
り
す
る
一
回
生
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
、

そ
の
姿
に
私
た
ち
史
学
会
役
員
も
、
か
つ
て
の
自
分
た
ち
の

姿
を
重
ね
て
お
り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
真
剣
に
迷
っ
て
決
め

た
過
程
や
選
ん
だ
コ
ー
ス
は
、
大
学
生
活
の
中
で
大
切
な
も

の
と
な
る
は
ず
で
す
。
そ
の
思
い
を
胸
に
、
残
り
の
三
年
間

で
自
分
た
ち
が
選
ん
だ
も
の
を
貫
き
通
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

卒
業
生
予
餞
会　
一
二
月
二
一
日（
月
）

卒
業
論
文
の
提
出
締
め
切
り
日
、
毎
年
恒
例
の
予
餞
会
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
先
生
方
と
四
回
生
が
共
に
鍋
を
囲
み
、

こ
の
日
ま
で
重
ね
て
き
た
努
力
を
互
い
に
た
た
え
合
い
ま
し

た
。論

文
や
史
料
と
向
き
合
い
、
ゼ
ミ
の
先
生
と
の
相
談
を
重

ね
、
卒
業
論
文
を
書
き
上
げ
る
ま
で
の
道
の
り
は
長
い
も
の

で
し
た
。
し
か
し
、
友
人
た
ち
と
励
ま
し
合
い
、
京
都
女
子

大
学
で
過
ご
し
た
四
年
間
の
総
決
算
と
し
て
努
力
を
重
ね
た

こ
と
は
、
他
で
は
得
難
い
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
予
餞
会
の
時
間
を
賑
や
か
に
過
ご
す
四
回
生
一
同
の
表

情
は
、
卒
業
論
文
を
書
き
上
げ
た
達
成
感
に
満
ち
て
い
ま
し

た
。来

年
度
の
四
回
生
も
笑
顔
で
こ
の
予
餞
会
と
い
う
日
を
迎

え
ら
れ
る
よ
う
、
後
輩
た
ち
の
学
生
生
活
も
ま
た
実
り
多
き

も
の
と
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
一
五
年
度　

史
学
科
講
義
題
目

　

史
学
共
通
科
目

講
義日本

史
概
論
Ａ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

告
井
准
教
授

日
本
史
概
論
Ｂ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
口
教
授

東
洋
史
概
論
Ａ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
井
教
授

東
洋
史
概
論
Ｂ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

檀
上
教
授

西
洋
史
概
論
Ａ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桑
山
教
授

西
洋
史
概
論
Ｂ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田
教
授

考
古
学　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梶
川
講
師

民
俗
学　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
永
講
師

日
本
美
術
史　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
講
師

東
洋
美
術
史　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
浪
講
師

西
洋
美
術
史　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
講
師

歴
史
地
理
学　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
講
師

人
文
地
理
学　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
塚
講
師

自
然
地
理
学　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
石
講
師

地
誌
学　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
関
講
師

講
読史学

外
書
講
読
Ⅰ　
　
　

坂
口
・
谷
口
教
授
・
木
下
講
師

史
学
外
書
講
読
Ⅱ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
口
教
授

漢
文　
　
　
　
　
　
　

菅
沼
・
馬
場
・
前
田
・
森
永
講
師

ラ
テ
ン
語　
　
　

桑
山
教
授
、
岸
本
・
佐
野
・
疋
田
講
師

演
習史学

基
礎
演
習
Ａ　
　

坂
口
・
松
井
・
母
利
・
山
田
教
授

史
学
基
礎
演
習
Ｂ　
　

桑
山
・
谷
口
・
檀
上
・
本
田
教
授
、

 

梅
田
・
告
井
・
早
島
准
教
授

　

日
本
史
コ
ー
ス

特
殊
講
義

基
礎
か
ら
学
び
直
す
東
ア
ジ
ア
の
近
現
代
史

　

│
日
本
の
植
民
地
問
題
を
軸
に
し
て
│ 

坂
口
教
授

京
都
の
近
代

　

│
そ
の
産
業
化
と
都
市
化
を
め
ぐ
る
諸
問
題
│

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
口
教
授

幕
末
維
新
の
政
局
と
京
都　
　
　
　
　
　
　
　

母
利
教
授

〝
書
跡
資
料〟

概
論 

綾
村
教
授

室
町
幕
府
と
そ
の
時
代　
　
　
　
　
　
　
　

早
島
准
教
授

古
代
官
人
社
会
の
展
開　
　
　
　
　
　
　
　

告
井
准
教
授

摂
関
期
の
歴
史
的
位
置　
　
　
　
　
　
　
　

告
井
准
教
授

陰
陽
道
か
ら
み
る
日
本
宗
教
史　
　
　
　
　

梅
田
准
教
授

陰
陽
道
史
研
究
の
現
在　
　
　
　
　
　
　
　

梅
田
准
教
授

い
け
花
の
文
化
史
│
江
戸
時
代
ま
で　
　
　
　

小
林
講
師

い
け
花
の
文
化
史
│
明
治
時
代
以
降　
　
　
　

小
林
講
師

講
読日本

史
講
読
Ⅰ　
　
　
　
　
　

母
利
教
授
、
梅
田
准
教
授
、

 

佐
竹
・
高
井
・
田
中
講
師

日
本
史
講
読
Ⅱ　
　
　
　
　
　
　
　

告
井
・
早
島
准
教
授
、

 

木
本
・
吉
住
講
師

日
本
古
文
書
Ⅰ　
　
　
　
　
　
　
　
　

綾
村
・
母
利
教
授

日
本
古
文
書
Ⅱ　
　
　
　
　
　

母
利
教
授
、
早
島
准
教
授

演
習日本

史
入
門
演
習　
　
　
　
　

綾
村
・
坂
口
・
母
利
教
授
、

 

梅
田
・
告
井
・
早
島
准
教
授

日
本
史
演
習
Ⅰ　
　
　
　
　
　

綾
村
・
坂
口
・
母
利
教
授
、

 

梅
田
・
告
井
・
早
島
准
教
授

日
本
史
演
習
Ⅱ　
　
　
　
　
　

綾
村
・
坂
口
・
母
利
教
授
、

 

梅
田
・
告
井
・
早
島
准
教
授

　

東
洋
史
コ
ー
ス

特
殊
講
義

ク
シ
ャ
ン
王
朝
の
勃
興
と
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
の
誕
生

（
大
月
氏　

ク
シ
ャ
ン　

ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術　

東
西
文

化
交
流
） 

小
谷
講
師

ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
と
キ
ジ
ル
千
仏
洞
壁
画
│
仏
教
説
話
の

展
開
（
キ
ジ
ル　

仏
教
説
話　

東
西
文
化
交
流
）

 

小
谷
講
師

朝
鮮
古
代
史
を
考
え
る
（
古
新
羅
史
） 

田
中
講
師

古
代
東
北
ア
ジ
ア
史
を
考
え
る
（
高
句
麗
史
） 

田
中
講
師

イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
西
ア
ジ
ア
史 

谷
口
教
授

イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
イ
ラ
ン
史 

杉
山
講
師

天
朝
中
国
の
天
下
構
想

　

│
中
華
と
夷
狄
の
興
亡
史
│
（
前
編
） 

檀
上
教
授

天
朝
中
国
の
天
下
構
想

　

│
中
華
と
夷
狄
の
興
亡
史
│
（
後
編
） 

檀
上
教
授
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彙　　　報

中
国
出
土
文
字
史
料
の
検
討 

松
井
教
授

周
代
史 

松
井
教
授

中
国
古
代
・
中
世
史
を
考
え
る 

冨
谷
講
師

講
読東洋

史
講
読
Ⅰ 

檀
上
教
授
、
角
谷
講
師

東
洋
史
講
読
Ⅱ 

松
井
教
授

東
洋
史
講
読
Ⅲ 

村
井
講
師

東
洋
史
講
読
Ⅳ 

岡
本
講
師

演
習東洋

史
入
門
演
習 
谷
口
・
檀
上
・
松
井
教
授

東
洋
史
演
習
Ⅰ　
　
　
　
　
　

谷
口
・
檀
上
・
松
井
教
授

東
洋
史
演
習
Ⅱ　
　
　
　
　
　

谷
口
・
檀
上
・
松
井
教
授

　
　

西
洋
史
コ
ー
ス

特
殊
講
義

近
代
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
お
け
る
事
典
・
辞
書
作
り

 

本
田
教
授

イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
イ
ン
ド
支
配
の
展
開　
　
　

本
田
教
授

ロ
ー
マ
帝
国
の
神
々

　

│
セ
ウ
ェ
ル
ス
朝
を
中
心
と
し
て
│ 

桑
山
教
授

ロ
ー
マ
帝
国
と
ギ
リ
シ
ア
文
化
圏 

桑
山
教
授

中
世
盛
期
・
後
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
史
研
究　

山
田
教
授

近
世
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
君
主
と
支
配　
　
　
　

加
来
講
師

移
民
と
ア
メ
リ
カ
社
会
│
同
化
と
排
斥
の
歴
史
│

 

　
　
　
　
　

常
松
講
師

建
国
期
ア
メ
リ
カ
の
政
治
と
社
会　
　
　
　
　

常
松
講
師

コ
シ
チ
ュ
ー
シ
コ
と
そ
の
時
代
（
一
）

　

│
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
部
辺
境
か
ら
み
た
環
大
西
洋
革
命
│

 

小
山
講
師

コ
シ
チ
ュ
ー
シ
コ
と
そ
の
時
代
（
二
）

　

│
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
部
辺
境
か
ら
み
た
環
大
西
洋
革
命
│

 

小
山
講
師

末
期
ロ
シ
ア
帝
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
戦
争

 

伊
藤
講
師

一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
黒
人
奴
隷
制
論
争 

王
寺
講
師

講
読西洋

史
講
読
Ⅰ　
　
　
　
　
　
　

山
田
教
授
、
青
木
講
師

西
洋
史
講
読
Ⅱ 

本
田
教
授

西
洋
史
講
読
Ⅲ　
　
　
　
　
　
　

山
田
教
授
、
園
屋
講
師

西
洋
史
講
読
Ⅳ 

桑
山
教
授

演
習西洋

史
入
門
演
習　
　
　
　
　

桑
山
・
本
田
・
山
田
教
授

西
洋
史
演
習
Ⅰ　
　
　
　
　
　

桑
山
・
本
田
・
山
田
教
授

西
洋
史
演
習
Ⅱ　
　
　
　
　
　

桑
山
・
本
田
・
山
田
教
授

﹇
注
﹈
Ａ
は
前
期
、
Ｂ
は
後
期
、
特
記
し
て
い
な
い
も
の
は

前
後
期
共
通
。
た
だ
し
特
殊
講
義
に
つ
い
て
は
、
同
一
担
当

者
が
前
後
期
そ
れ
ぞ
れ
別
の
題
目
を
掲
げ
て
い
る
場
合
は
、

前
期
・
後
期
の
順
に
掲
載
し
、
科
目
名
と
Ａ
・
Ｂ
の
記
号
は

省
略
し
た
。

二
〇
一
五
年
度　

卒
業
論
文
題
目

　

日
本
史
コ
ー
ス

相
薗　

由
佳　

三
井
三
池
炭
鉱
に
お
け
る
囚
人
労
働
│
囚
人

労
働
の
廃
止
と
廃
止
後
の
状
況
│

青
木
香
菜
子　

東
京
裁
判
唯
一
の
文
官
死
刑
者　

広
田
弘
毅　

か
れ
の
死
刑
は
正
当
だ
っ
た
か

青
木　

真
帆　

長
屋
王
の
変
と
藤
原
氏

穴
原　

冴
子　

日
露
戦
争
と
外
国
債
券
│
高
橋
是
清
の
挑
ん

だ
国
際
金
融

有
岡　

京
香　

京
都
長
崎
問
屋
と
糸
割
符
、
他
問
屋
と
の
関

係
性

井
口　

夏
奈　

津
山
藩
に
お
け
る
河
川
利
用
と
船
稼
ぎ

石
井　

花
奈　

T
he record of the A

sahi

│
カ
ナ
ダ
で

活
躍
し
た
日
系
ナ
イ
ン

井
上　

友
美　

耳
嚢
に
お
け
る
怪
談
・
奇
談
に
つ
い
て

猪
木　

諒
子　

平
安
時
代
に
お
け
る
出
産

井
口　

真
帆　

長
崎
丸
山
遊
廓
と
異
国
人

大
塚　

璃
沙　

大
津
皇
子
の
移
葬

大
槻　

静
香　

藤
堂
高
虎
の
築
城
に
つ
い
て

岡
部　

桃
子　

毛
利
家
感
状
│
感
状
か
ら
み
る
毛
利
氏
の
権

力
│

奥　
　

千
鶴　

江
戸
城
無
血
開
城
「
西
郷
の
心
に
届
い
た
天

璋
院
の
私
事
一
命
に
か
け
」

尾
島　

柚
香　

西
洋
音
楽
と
近
代
日
本
社
会
│
明
治
期
の
音

楽
雑
誌
か
ら
考
察
す
る
│

尾
関　

留
奈　

足
利
義
政
の
人
物
像

一
間　
　

萌　

古
代
の
色
彩
感
覚

川
崎　

羅
菜　

中
近
世
に
お
け
る
伊
勢
信
仰
の
動
向
と
武
家

の
師
檀
関
係

菊
池　

咲
希　

陸
羯
南
の
思
想
形
成
│
「
国
民
主
義
」
に
つ

い
て
│

木
谷　

優
希　

近
世
下
賀
茂
社
の
仏
教
関
係
の
実
態

久
保
西
真
衣　

土
佐
藩
の
郷
士
│
性
格
の
変
遷
及
び
階
級
意

識
に
つ
い
て
│

髙
津　

梨
紗　

石
清
水
八
幡
宮
境
内
の
遺
跡
に
つ
い
て

小
島　

彩
世　

雅
楽
器
に
お
け
る
名
器
と
人
々

小
林　

由
奈　

王
政
復
古
に
お
け
る
新
政
府
へ
の
影
響

合
田
ひ
か
る　

鯖
江
藩
の
婚
礼
儀
礼
│
「
澄
姫
様
御
縁
組
一

件
」
を
中
心
に
│

坂
井　

華
海　

戦
後
日
本
の
留
日
学
生
事
業
│
「
善
隣
学
生

会
館
」
設
立
ま
で
│

佐
藤　

史
帆　

豊
臣
政
権
と
徳
川
政
権
の
権
力
編
成
│
朝
鮮

征
伐
と
関
ヶ
原
合
戦
│

佐
藤　
　

萌　

平
安
時
代
の
婚
姻
関
係

産
一
佐
奈
恵　

観
応
の
擾
乱
発
端
の
背
景
に
つ
い
て

斯
波　

香
苗　

皇
女
八
十
宮
降
嫁
に
つ
い
て
の
考
察

下
川　

詩
恵　

近
世
日
本
の
身
分
論
に
つ
い
て

新
久
保
佳
代
子　

ベ
ル
ツ
の
日
本
観
│
東
京
大
学
在
職
期
間
を

中
心
と
し
て
│

神
藤　

千
穂　

中
世
に
お
け
る
芦
屋
釡
の
伝
播

鈴
木
明
日
香　

後
藤
新
平
の
台
湾
統
治
方
針

　
　
　
　
　
　
　

│
「
国
家
衛
生
原
理
」
に
み
る
思
想
と

「
生
物
学
の
原
理
」
│

鈴
木　

志
帆　

文
明
国
と
な
る
た
め
に
│
刑
法
「
皇
室
ニ
對

ス
ル
罪
」
と
大
津
事
件

瀬
野　

実
咲　

松
尾
の
神
を
迎
え
た
西
七
条

曽
我　

珠
佳　
『
伊
勢
道
中
記
』
に
見
る
伊
勢
信
仰
と
旅
の

様
子

曽
我　

祐
子　

京
都
高
等
女
学
校
に
お
け
る
育
成
し
よ
う
と

し
た
女
性
像
│
朝
倉
暁
瑞
校
長
期
の
東
山

タ
イ
ム
ス
を
用
い
て
│

高
倉
由
莉
菜　

聚
楽
第
と
京
町
家
の
姿
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史　　　窓

高
橋　

彩
夏　

叡
尊
の
釈
迦
信
仰
と
西
大
寺
本
尊

高
橋　
　

優　

都
市
災
害
と
住
民
│
天
明
と
元
治
大
火
の
事

例
か
ら
│

髙
森　

裕
菜　

朝
鮮
語
通
詞
と
易
地
聘
礼

田
島　

有
華　

鯖
江
藩
の
領
知
替
と
在
地
支
配

田
中　

千
晶　

織
田
信
長
と
長
島
一
向
一
揆

田
村　

陽
香　

第
二
次
奉
直
戦
争
と
郭
松
齢
事
件
か
ら
考
え

る
幣
原
喜
重
郎
の
外
交
思
想

津
村　

有
彩　

日
本
の
義
和
団
事
件
へ
の
出
兵
と
目
的
の
変

容

東
川　

育
実　

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
に
見
る
長
谷
寺
と
興
福

寺

中
川　

由
貴　

尾
張
徳
川
家
に
お
け
る
政
治
意
識

中
西　

真
穂　

政
党
政
治
の
終
焉
│
近
衛
文
麿
と
メ
デ
ィ
ア

報
道
│

中
西　

真
理　

東
西
の
醤
油

西
尾
沙
也
香　

女
院
制
成
立
の
要
因

西
川　

夢
乃　

平
安
時
代
に
お
け
る
陰
陽
師
の
存
在
形
態

　
　
　
　
　
　
　

│
陰
陽
道
の
成
立
と
と
も
に
│

西
野　

水
歌　

女
性
警
察
官
の
誕
生
│
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
日
本
警
察

改
革
│

花
田　

黎
子　

律
令
制
下
に
お
け
る
頒
暦
制
度

林　
　

紫
織　

朝
政
の
変
化
か
ら
み
る
古
代
日
本
の
夜
化

林　
　

佑
香　

平
等
院
建
立
の
意
義

柊　
　

遥
香　

近
世
に
お
け
る
猫
像

細
谷　
　

葵　

天
皇
と
摂
関
政
治
│
花
山
期
に
お
い
て
│

前
田　

梨
佐　

元
正
天
皇
の
政
治
的
影
響
力
に
つ
い
て

牧　
　

七
菜　

内
山
永
久
寺
に
み
る
廃
仏
毀
釈

牧
野　

智
香　

大
名
家
の
奥
向
│
男
性
役
人
に
注
目
し
て
│

松
本　

笑
美　

女
性
と
近
代
化
│
福
澤
諭
吉
『
女
大
学
評
論

新
女
大
学
』
を
も
と
に
│

藤
井　
　

遼　

近
世
細
川
氏
の
菩
提
寺
信
仰

光
安　

愛
佳　

蘇
我
氏
の
仏
国
建
国

美
濃
島
由
依　

修
身
教
育
の
実
際
│
第
二
期
国
定
修
身
教
科

書
下
に
お
い
て
│

虫
明
侑
莉
子　
「
少
女
歌
劇
は
な
ぜ
百
年
も
続
い
た
の
か
」

矢
野　

幹
奈　

法
華
八
講
か
ら
み
る
洛
中
等
持
寺

山
崎
有
里
子　

近
世
の
寺
子
屋
教
育
│
土
佐
藩
を
中
心
に
│

山
下　

千
晶　

井
上
成
美
の
教
育
思
想
│
海
軍
兵
学
校
で
受

け
た
教
育
と
教
え
た
教
育
│

山
下　

夏
輝　
『
政
基
公
旅
引
付
』
に
み
る
戦
国
期
の
荘
園

│
「
下
向
」
に
着
目
し
て
│

山
西
も
え
の　

一
夫
多
妻
制
の
成
立
と
変
化

横
内
亜
寿
美　

元
田
永
孚
、
井
上
毅
の
教
育
思
想
│
教
育
勅

語
の
作
成
過
程
を
追
っ
て
│

吉
田　

美
紀　

古
代
日
本
の
「
公
」

吉
田　

結
葉　

法
性
寺
か
ら
東
福
寺
へ
の
移
行
期
に
お
け
る

一
考
察

吉
田　

有
紀　

近
世
農
村
労
働
か
ら
見
る
女
性
の
地
位

和
田　

幸
恵　

近
世
の
大
名
庭
園
│
六
義
園
を
中
心
に
│ 

　

東
洋
史
コ
ー
ス

阿
部
千
紗
音　

香
港
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
│
形
成
過
程
と

意
識
変
化
の
考
察
│

飯
村　
　

円　

禹
の
諸
相
│
信
仰
の
広
が
り
と
そ
の
要
因
│

糸
賀　

千
恵　

西
晋
の
呉
の
平
定

井
上　
　

悠　

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
お
け
る
双
語
教
育

政
策

井
上　

磨
未　

南
京
大
虐
殺
事
件

内
山
智
香
子　

孫
文
の
民
族
思
想
│
滅
満
興
漢
か
ら
中
華
民

族
│

大
串　

菜
奈　

隋
唐
に
お
け
る
和
蕃
公
主
降
嫁
の
質
的
比
較

と
歴
史
的
意
義

岡
崎
佳
奈
恵　

二
・
二
八
事
件
か
ら
み
る
台
湾
人
の
対
立

梶
本　

賀
世　

劉
秀
集
団
の
形
成
過
程
に
つ
い
て

川
口　

理
香　

清
末
の
キ
リ
ス
ト
教
布
教
活
動
と
天
津
教
案

│
開
港
後
の
租
界
設
置
と
関
連
し
て
│

北
尾
み
な
み　

ア
メ
リ
カ
植
民
地
期
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
│
英
語

教
育
か
ら
み
る
ア
メ
リ
カ
の
意
図
│

小
泉　

実
穂　

オ
ス
マ
ン
帝
国
の
ギ
リ
シ
ア
人
│
ア
ブ
デ
ュ

ル
ハ
ミ
ト
二
世
期
を
中
心
に
│

小
谷　

奈
穂　

後
漢
末
の
五
斗
米
道
政
権
に
つ
い
て

三
枝　

莉
佳　

朝
鮮
王
朝
の
仮
面
劇
に
み
る
社
会
風
刺
│
身

分
制
度
の
同
様
と
関
連
し
て
│

鹿
田　

結
女　

琉
球
に
お
け
る
華
僑
が
果
た
し
た
役
割

神
馬
み
ず
き　

吐
蕃
の
対
唐
関
係
に
お
け
る
和
蕃
公
主
の
意

義

鈴
木
深
由
希　

雍
正
帝
に
よ
る
八
旗
改
革
の
意
義

辻
井　

愛
咲　

石
原
完
爾
の
理
想
と
現
実
│
東
亜
連
盟
の
構

想
を
め
ぐ
っ
て
│

土
佐　

祥
加　
『
紅
楼
夢
』
の
中
の
侍
女
│
宝
玉
の
侍
女
・

襲
人
を
中
心
に
│

中
畑
亜
香
里　

南
宋
の
「
都
」
臨
安

中
村　

美
穂　

鎮
守
宦
官
と
関
防
印
の
関
係
性
に
つ
い
て

長
尾　

奈
美　

隋
の
煬
帝
の
再
評
価
│
「
暴
君
明
君
論
」
を

め
ぐ
っ
て
│

浜
田　

理
沙　

国
境
線
に
み
る
カ
シ
ミ
ー
ル
紛
争

松
澤　

香
奈　

毛
沢
東
の
理
想
と
人
民
公
社

村
上　

佳
那　

湖
南
省
に
お
け
る
変
法
自
強
運
動

八
木　

菜
月　

入
唐
求
法
巡
礼
行
記
に
見
る
円
仁
と
在
唐
新

羅
人

山
田　

温
子　

イ
ラ
ン
亡
命
期
に
お
け
る
ダ
ア
ワ
党

山
田　

恵
子　

ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
に
よ
る
マ
レ
ー
シ
ア
社
会

の
影
響

横
山　

玲
奈　

明
代
南
北
巻
成
立
と
そ
の
変
遷

和
田　

悠
海　

初
期
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
に
お
け
る
占
星
術
と
帝

国
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

　

西
洋
史
コ
ー
ス

市
村　

恵
海　

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
紛
争
と
長
期
化
の
理
由

井
上
こ
こ
ろ　

中
世
後
期
ス
イ
ス
盟
約
者
団
の
対
立
と
連
帯

大
川　

莉
果　

ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
教
皇
庁
の
歴
史
的
意
義

岡
村　

美
幸　

第
一
次
ポ
エ
ニ
戦
争
後
の
カ
ル
タ
ゴ
│
バ
ル

カ
家
の
上
昇
│

小
原　

志
織　

テ
ン
プ
ル
騎
士
団
の
拡
大
│
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
コ
マ
ン
ド
リ
ー
を
中
心
に
│

織
田　

佑
希　

同
盟
市
戦
争
と
ロ
ー
マ
市
民
権

木
谷　

結
衣　

古
典
期
ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る
ヘ
タ
イ
ラ
の
社

会
的
地
位

熊
本　

悠
美　

断
頭
台
に
の
ぼ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
王
妃

小
島　

佑
理　

一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ロ
ン
と
社
交

小
森
麻
祐
子　

ウ
ィ
リ
ア
ム
二
世
期
ノ
ル
マ
ン
貴
族
の
動
向

│
ベ
レ
ー
ム
領
主
ロ
ベ
ー
ル
を
中
心
に
│

庄
田　

華
代　

シ
エ
ナ
の
ノ
ー
ヴ
ェ
体
制
│
平
民
と
豪
族
│
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彙　　　報

鈴
木　

茉
莉　

一
八
世
紀
後
半
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
教
育
改
革

│
初
等
教
育
を
中
心
に
│

鈴
木　

実
真　

古
代
ガ
リ
ア
に
お
け
る
王
権
の
変
容

宗
田　

真
白　

何
故
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
は
成
功
し
た
の

か

高
城
佑
可
子　

交
通
革
命
と
近
代
ド
イ
ツ
社
会

竹
内　

綾
奈　

ナ
チ
ス
と
向
き
合
う
戦
後
ド
イ
ツ

田
島　

響
子　

一
二
世
紀
初
期
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
領
の
動
乱

立
石
夏
奈
子　

一
八
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
け
る
出
版
文
化
と
書

籍
市

角
井　

琴
美　

一
四
世
紀
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
け
る
政
変
と

秩
序
│
ア
テ
ネ
公
の
時
代
│

冨
永　

史
乃　

愛
国
心
と
戦
争
協
力
│
イ
ギ
リ
ス
人
女
性
の

第
一
次
世
界
大
戦
│

中
村　

郁
美　

革
命
期
フ
ラ
ン
ス
の
救
貧
行
政

萩
原　

友
紀　

ア
ル
・
ア
ン
ダ
ル
ス
の
キ
リ
ス
ト
教
徒

濵
垣　

桃
子　

共
和
政
ロ
ー
マ
に
お
け
る
剣
闘
士
競
技
の
世

俗
化

平
山　

飛
鳥　

モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
・
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　

│
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
の
意
義
と
運
動
に
お

け
る
黒
人
女
性
の
重
要
性
│

牧
野　

実
佳　

ド
イ
ツ
帝
国
の
誕
生
と
プ
ロ
イ
セ
ン
の
解
消

松
川　

優
希　

一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
『
ガ
ゼ
ッ
ト
』
紙
と

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

道
倉　

七
瀬　

グ
ロ
ス
タ
ー
公
リ
チ
ャ
ー
ド
と
北
部
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
│
「
簒
奪
」
の
基
盤
│

安
田　

莉
子　

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
王
権
│
初
期
王
朝
時
代
か

ら
古
王
国
時
代
を
中
心
に
│

吉
原　

祐
美　

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
と
そ
の
宗
教
政
策

二
〇
一
五
年
度　

大
学
院
文
学
研
究
科

　

史
学
専
攻
博
士
前
期
（
修
士
）
課
程
講
義
題
目

特
論日本

古
代
史
料
研
究 

告
井
准
教
授

古
代
文
書
研
究 

告
井
准
教
授

歴
史
資
料
関
係
論
文
の
分
析 

綾
村
教
授

歴
史
資
料
関
係
史
料
の
分
析 

綾
村
教
授

中
世
〜
織
豊
期
の
基
本
的
文
献
研
究 

早
島
准
教
授

中
世
〜
織
豊
期
研
究
の
基
本
的
文
献
を
読
む　

 

早
島
准
教
授

近
世
の
神
道
と
陰
陽
道 

梅
田
准
教
授

近
世
京
都
の
寺
社
と
社
会 

梅
田
准
教
授

高
橋
秀
直
『
幕
末
維
新
の
政
治
と
社
会
』
を
読
む

 

母
利
教
授

笠
谷
和
比
古
『
近
世
武
家
社
会
の
政
治
構
造
』
を
読
む

 

母
利
教
授

鶴
見
良
行
著
『
ナ
マ
コ
の
眼
』
を
読
む 

坂
口
教
授

地
域
の
記
録
を
読
む 

小
林
講
師

古
文
書
の
理
解
と
読
解 

河
内
講
師

古
記
録
の
理
解
と
読
解 

河
内
講
師

周
王
朝
の
国
制
研
究 

松
井
教
授

元
代
沿
海
地
域
社
会
の
諸
問
題 

檀
上
教
授

明
代
沿
海
地
域
社
会
の
諸
問
題 

檀
上
教
授

中
国
語
文
献
講
読
一
│
中
国
前
近
代
史
│ 

村
井
講
師

中
国
語
文
献
講
読
二
│
中
国
前
近
代
史
│ 

村
井
講
師

※
中
国
古
代
・
中
世
史
の
諸
問
題 

冨
谷
講
師

前
近
代
ア
ラ
ブ
地
域
の
ウ
ラ
マ
ー 

谷
口
教
授

イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
に
お
け
る
口
承
の
尊
重 

谷
口
教
授

※
末
期
ロ
シ
ア
帝
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
戦
争

 

伊
藤
講
師

※
一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
黒
人
奴
隷
制
論
争 

王
寺
講
師

フ
ラ
ウ
ィ
ウ
ス
朝
の
成
立
と
展
開
（
一
） 

桑
山
教
授

フ
ラ
ウ
ィ
ウ
ス
朝
の
成
立
と
展
開
（
二
） 

桑
山
教
授

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
論
の
研
究 

山
田
教
授

中
世
都
市
の
公
証
業
務
に
関
す
る
総
合
的
研
究
（
続
）

 

山
田
教
授

一
九
世
紀
後
半
〜
二
〇
世
紀
初
頭
の
英
米
関
係
の
社
会
史

的
側
面
（
一
） 

本
田
教
授

一
九
世
紀
後
半
〜
二
〇
世
紀
初
頭
の
英
米
関
係
の
社
会
史

的
側
面
（
二
） 
本
田
教
授

※
コ
シ
チ
ュ
ー
シ
コ
と
そ
の
時
代
（
一
）

　

│
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
部
辺
境
か
ら
み
た
環
大
西
洋
革
命
│

 

小
山
講
師

※
コ
シ
チ
ュ
ー
シ
コ
と
そ
の
時
代
（
二
）

　

│
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
部
辺
境
か
ら
み
た
環
大
西
洋
革
命
│

 

小
山
講
師

現
代
史
の
開
幕
│
一
九
二
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
政
治
を
中

心
に 

常
松
講
師

一
九
二
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
社
会 

常
松
講
師

 

（
※
は
学
部
共
通
）

演
習日本

史
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ 

告
井
准
教
授

日
本
史
演
習
Ⅲ
・
Ⅳ 

綾
村
教
授

日
本
史
演
習
Ⅴ
・
Ⅵ 

母
利
教
授

日
本
史
演
習
Ⅶ
・
Ⅷ 

梅
田
准
教
授

日
本
史
演
習
Ⅸ
・
Ⅹ 

坂
口
教
授

日
本
史
演
習
Ⅺ
・
Ⅻ 

早
島
准
教
授

東
洋
史
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ 

松
井
教
授

東
洋
史
演
習
Ⅴ
・
Ⅵ 

檀
上
教
授

東
洋
史
演
習
Ⅶ
・
Ⅷ 

谷
口
教
授

西
洋
史
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ 

桑
山
教
授

西
洋
史
演
習
Ⅲ
・
Ⅳ 

山
田
教
授

西
洋
史
演
習
Ⅴ
・
Ⅵ 

本
田
教
授

﹇
注
﹈
特
論
に
つ
い
て
は
、
題
目
が
示
さ
れ
て
い
る
科
目
は

題
目
を
掲
げ
、
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
科
目
名
を
記
し
た
。

同
一
担
当
者
が
前
後
期
そ
れ
ぞ
れ
別
の
題
目
を
掲
げ
て
い
る

場
合
は
、
前
期
・
後
期
の
順
に
掲
載
し
た
。
そ
の
他
は
前
後

期
共
通
。

　

史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
講
義
題
目

特
殊
研
究

日
本
史
特
殊
研
究
Ⅱ 

綾
村
教
授

日
本
史
特
殊
研
究
Ⅲ 

母
利
教
授

日
本
史
特
殊
研
究
Ⅳ 

坂
口
教
授

東
洋
史
特
殊
研
究
Ⅰ 

松
井
教
授

研
究
指
導 

綾
村
・
坂
口
・
松
井
教
授

二
〇
一
五
年
度　

博
士
論
文
題
目

長
塩　

智
恵　

伊
勢
斎
王
制
度
の
研
究
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史　　　窓

中
村
み
ど
り　

九
〜
十
世
紀
に
お
け
る
内
親
王
の
役
割
と
影

響
│
入
内
か
ら
降
嫁
へ
│

二
〇
一
五
年
度　

修
士
論
文
題
目

五
十
嵐　

希　

寛
政
期
小
浜
藩
の
海
防
政
策

岩
﨑　

未
生　

殷
王
田
猟
の
意
義
に
つ
い
て
の
一
考
察

大
塚　

祥
子　

豊
臣
政
権
に
お
け
る
西
国
の
統
一
過
程

　
　
　
　
　
　
　

│
対
外
調
略
に
お
け
る
「
八
幡
大
菩
薩
」

の
意
義
を
め
ぐ
っ
て
│

楠
本　

里
帆　
「
大
逆
事
件
」
の
抗
議
運
動
に
よ
る
北
米
日

本
人
社
会
へ
の
影
響
│
北
米
日
本
語
新
聞

を
例
と
し
て
│

小
林　
　

望　
「
建
安
文
学
」
攷
│
三
曹
七
子
の
虚
像
│

冨
澤　

衣
香　

ナ
ビ
ス
期
ス
パ
ル
タ
の
国
家
再
興
政
策

中
村
早
知
惠　

佐
賀
藩
に
お
け
る
手
明
鑓
の
実
態

野
本
祐
里
子　

西
周
青
銅
器
銘
に
み
え
る
賜
与
物

森
本　

奏
惠　

エ
リ
ザ
ベ
ス
1
世
の
政
治
的
自
己
表
象
│
初

期
議
会
演
説
と
大
学
巡
幸
│

二
〇
一
五
年
度　

大
学
院
行
事

　

卒
業
論
文
発
表
会　
四
月
二
二
〜
二
四
日　

岡
山
藩
主
池
田
茂
政
の
往
復
書
状
の
分
析
│

国
事
周
旋
関
係
を
中
心
に
│

 

　
　
　
　

   

Ｍ
1　

木
村
眞
由
美

近
世
下
鴨
社
と
社
家
│
そ
の
組
織
と
運
営
│

 

Ｍ
1　

高
原　

雅
美

朝
鮮
に
お
け
る
近
代
公
娼
制
度
│
朝
日
新
聞

外
地
版
か
ら
み
る
│

 

Ｍ
1　

武
藤　
　

花

中
国
古
代
の
復
讐
観 

Ｍ
1　

國
武　
　

萌

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク=

プ
ロ
イ
セ
ン
に
お

け
る
国
家
形
成 

Ｍ
1　

佐
々
木　

澪

日
本
中
世
禅
宗
寺
院
に
お
け
る
賜
額　
　

 

Ｍ
1　

日
種　

真
子

平
安
初
期
の
儀
式
に
み
る
芸
能

　

│
相
撲
儀
式
│ 

Ｍ
1　

田
口　

愛
実

　

大
学
院
歓
送
迎
会　
四
月
三
〇
日

Public house

に
て

　

春
期
例
会　
六
月
一
八
日　

一
代
一
度
仏
舎
利
使
に
つ
い
て
│
即
位
儀
礼

に
み
え
る
仏
舎
利
信
仰
│

 

Ｄ
1　

大
原　

眞
弓

一
九
二
〇
│
三
〇
年
代
の
ブ
ラ
ジ
ル
・
ノ
ロ

エ
ス
テ
地
方
に
お
け
る
珈
琲
旱
害
低
利
資

金
貸
付
問
題
に
つ
い
て

 

特
別
研
修
者　

半
澤　

典
子

　

秋
期
例
会　
一
〇
月
一
四
日　

東
晋
南
朝
期
に
お
け
る
避
諱

 

Ｄ
3　

織
田
め
ぐ
み

　

修
士
論
文
中
間
発
表
会　
一
一
月
一
一
〜
一
三
日　

「
大
逆
事
件
」
へ
の
諸
外
国
の
抗
議
運
動
と

日
本
政
府
の
対
応
│
北
米
邦
字
新
聞
を
例

と
し
て
│ 

Ｍ
2　

楠
本　

里
帆

殷
代
田
猟
の
意
義
に
つ
い
て
の
一
考
察

 

Ｍ
2　

岩
﨑　

未
生

「
建
安
文
学
」
攷
│
三
曹
七
子
の
虚
像
│

 

Ｍ
2　

小
林　
　

望

佐
賀
鍋
島
藩
に
お
け
る
手
明
鑓
の
実
態

 

Ｍ
2　

中
村
早
知
惠

寛
政
期
小
浜
藩
の
海
防
体
制
に
つ
い
て

 

Ｍ
2　

五
十
嵐　

希

豊
臣
政
権
と
朝
廷
・
寺
社

　

│
祈
祷
を
中
心
に
│

 

Ｍ
2　

大
塚　

祥
子

西
周
中
期
賜
与
物
再
考
│
身
分
と
の
関
連
│

 

Ｍ
2　

野
本
祐
里
子

エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
治
世
初
期
の
統
治
を
め
ぐ

る
自
己
表
象
│
議
会
演
説
と
巡
幸
を
中
心

に
│ 

Ｍ
2　

森
本　

奏
惠

ナ
ビ
ス
期
ス
パ
ル
タ
の
国
家
再
興
政
策　

 

Ｍ
2　

冨
澤　

衣
香

研
究
室
だ
よ
り

今
年
度
、
史
学
科
は
一
三
五
名
の
入
学
生
と
一
名
の
編
入

学
生
を
迎
え
ま
し
た
。
一
月
現
在
で
、
文
学
部
史
学
科
の
在

籍
学
生
数
は
、
一
回
生
一
三
五
名
、
二
回
生
が
一
二
六
名
、

三
回
生
が
一
三
八
名
、
四
回
生
が
一
四
三
名
、
五
回
生
以
上

が
一
一
名
で
、
合
計
五
五
三
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
回
生
の
二
年
次
以
降
の
コ
ー
ス
分
け
は
ほ
ぼ
定
ま
り
、

日
本
史
七
七
名
、
東
洋
史
一
九
名
、
西
洋
史
三
七
名
と
な
っ

て
お
り
ま
す
（
休
学
に
よ
る
調
査
票
未
提
出
者
二
名
）。

大
学
院
に
つ
い
て
は
、
前
期
課
程
に
八
名
、
後
期
課
程
に

一
名
の
新
入
生
が
加
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
前
期
課
程

は
、
一
回
生
八
名
、
二
回
生
九
名
、
三
回
生
一
名
の
計
一
八

名
と
な
り
、
後
期
課
程
は
、
一
回
生
一
名
、
二
回
生
三
名
、

三
回
生
一
名
の
計
五
名
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
特
別
研

修
者
五
名
、
研
修
者
三
名
を
加
え
た
合
計
三
一
名
が
在
籍
し
、

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

専
任
教
員
は
、
日
本
史
六
名
、
東
洋
史
三
名
、
西
洋
史
三

名
の
計
一
二
名
で
、
コ
ー
ス
別
の
構
成
も
昨
年
度
と
変
わ
り

ま
せ
ん
が
、
西
洋
史
コ
ー
ス
に
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず

昨
年
度
末
で
定
年
退
職
さ
れ
た
常
松
洋
教
授
は
、
今
年
度
よ

り
名
誉
教
授
と
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
非
常
勤
講
師

と
し
て
特
殊
講
義
の
担
当
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
常
松

教
授
の
後
任
に
は
、
近
代
イ
ギ
リ
ス
史
が
御
専
門
の
本
田
毅

彦
教
授
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
ま
た
、
山
田
雅
彦
教
授
は
、

本
年
度
か
ら
文
学
部
長
に
就
任
さ
れ
、
多
忙
な
毎
日
を
送
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
桑
山
由
文
准
教
授
が
本
年
度
よ

り
教
授
に
昇
進
さ
れ
、
西
洋
史
コ
ー
ス
は
教
授
三
名
と
な
り

ま
し
た
。
史
学
科
全
体
で
は
教
授
が
九
名
、
准
教
授
が
三
名

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

事
務
職
員
で
は
、
三
年
に
わ
た
り
史
学
科
関
係
の
事
務
を

担
当
し
て
く
だ
さ
っ
た
端
口
智
美
さ
ん
が
昨
年
度
退
職
さ
れ
、

今
年
度
よ
り
松
田
亜
由
美
さ
ん
が
そ
の
後
任
と
し
て
学
部
事
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務
課
Ｊ
校
舎
分
室
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

さ
い
ご
に
、
ほ
ぼ
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
本
学
で
教
鞭
を

と
っ
て
こ
ら
れ
た
檀
上
寛
教
授
が
、
本
年
度
末
を
も
っ
て
定

年
退
職
さ
れ
ま
す
。
研
究
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学
部
と
大

学
院
で
の
教
育
、
学
部
長
と
し
て
の
お
仕
事
を
は
じ
め
と
す

る
校
務
に
も
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
る
お
勤

め
お
疲
れ
様
で
し
た
。
史
学
科
を
代
表
し
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

（
一
月
一
六
日
記　

史
学
科
主
任　

谷
口
淳
一
）

　

学
会
委
員

二
〇
一
五
年
度
の
学
会
運
営
に
協
力
し
て
下
さ
っ
た
学
会

委
員
は
次
の
方
々
で
し
た
。
例
年
通
り
史
学
会
諸
行
事
の
企

画
か
ら
運
営
ま
で
、
全
般
に
渡
っ
て
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
篤
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

委
員
長　

日
本
史
三
回
生　

秋
山　

栞
穂

副
委
員
長　

日
本
史
三
回
生　

賀
子　

夏
帆

会　
　

計　

日
本
史
三
回
生　

後
藤　

真
実

書　
　

記　

日
本
史
三
回
生　

田
村　

眞
結

広　
　

報　

東
洋
史
三
回
生　

松
田
ひ
か
る

日
本
史
三
回
生　

武
藤　

真
由

東
洋
史
二
回
生　

草
川　

夏
穂

西
洋
史
二
回
生　

清
水　

紗
恵

日
本
史
二
回
生　

高
原　

真
由

西
洋
史
二
回
生　

玉
川　

千
尋

日
本
史
二
回
生　

野
田　

真
由

日
本
史
二
回
生　

橋
野
い
お
り

一
回
生　

池
田　
　

凛

一
回
生　

小
田
今
日
子

一
回
生　

近
藤　

ま
ゆ

一
回
生　

高
橋　

美
帆

一
回
生　

豊
田　

結
花

一
回
生　

藤
井
菜
々
子

京
都
女
子
大
学
史
学
会
会
則

（
二
〇
〇
三
年
三
月
二
〇
日
制
定
）

（
名
称
）

第
一
条　

本
会
は
、
京
都
女
子
大
学
史
学
会
と
称
す
る
。

（
事
務
局
）

第
二
条　

本
会
の
事
務
局
は
、
京
都
女
子
大
学
文
学
部
史
学

研
究
室
に
置
く
。

（
目
的
）

第
三
条　

本
会
は
、
史
学
に
関
す
る
諸
問
題
を
研
究
し
、

も
っ
て
学
会
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
会
員
）

第
四
条　

本
会
は
、
京
都
女
子
大
学
文
学
部
史
学
科
の
専
任

教
員
お
よ
び
本
会
が
特
に
認
め
た
者
を
も
っ
て

組
織
す
る
。

（
事
業
）

第
五
条　

本
会
は
、
第
三
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、

次
の
事
業
を
行
う
。

　

1　

機
関
誌
『
史
窓
』
の
発
行
。

　

2　

講
演
会
、
研
究
発
表
会
。

　

3　

そ
の
他
必
要
な
事
業
。

（
代
表
）

第
六
条　

本
会
代
表
を
一
名
置
く
。
代
表
は
会
員
の
中
か
ら

互
選
し
、
任
期
は
一
年
間
と
す
る
。
た
だ
し
、

再
任
を
妨
げ
な
い
。
そ
の
構
成
員
は
以
下
の
と

お
り
と
す
る
。

　

1　

編
集
委
員
長　

一
名

　

2　

編
集
員　
　

若
干
名

（
総
会
）

第
八
条　

本
会
の
総
会
は
、
一
年
に
一
回
以
上
開
催
し
、
本

会
の
重
要
事
項
を
議
決
す
る
。

（
事
業
費
）

第
九
条　

本
会
の
事
業
費
は
、
京
都
女
子
大
学
学
会
・
機
関

誌
刊
行
経
費
、
そ
の
他
を
も
っ
て
こ
れ
に
当
て

る
。

（
会
則
の
改
廃
）

第
十
条　

こ
の
会
則
の
改
廃
は
、
総
会
の
議
決
を
経
て
実
施

す
る
。

附　

則　

こ
の
会
則
は
、
二
〇
〇
三
年
四
月
一
日
よ
り
施
行

す
る
。

『
史
窓
』
に
関
す
る
規
約

（
二
〇
〇
三
年
三
月
二
〇
日
制
定
）

第
一
条　

京
都
女
子
大
学
史
学
会
（
以
下
「
本
会
」
と
い

う
）
は
、
機
関
誌
と
し
て
『
史
窓
』（
以
下

「
本
誌
」
と
い
う
）
を
刊
行
す
る
。

第
二
条　

本
誌
へ
の
投
稿
資
格
者
は
、
本
会
会
員
お
よ
び

『
史
窓
』
編
集
委
員
会
が
特
に
認
め
た
者
と
す

る
。

第
三
条　

原
稿
は
、
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

第
四
条　

本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権
は
、
本
会
に

属
す
る
。

第
五
条　

執
筆
要
項
な
ど
の
細
則
は
、
別
に
定
め
る
。

第
六
条　

こ
の
規
定
の
改
廃
は
、
編
集
委
員
会
の
議
決
を
経

て
、
総
会
の
承
認
を
経
て
実
施
す
る
。

附　

則　

こ
の
規
約
は
、
二
〇
〇
三
年
四
月
一
日
よ
り
施
行

す
る
。

編　

集　

後　

記

『
史
窓
』
第
七
三
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
号
で
は
、
菅

沼
氏
が
従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
唐
代
七
・
八
世
紀

の
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
の
研
究
を
九
世
紀
へ
展
開
さ
れ
た

論
考
、
明
代
の
海
上
貿
易
関
係
の
事
務
を
所
管
す
る
市
舶
太

監
に
お
け
る
税
監
設
置
に
つ
い
て
の
大
川
氏
の
論
考
と
、
諸

事
情
に
よ
り
東
洋
史
二
本
の
み
の
論
文
収
録
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
積
極
的
な
ご
寄
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
檀
上
寛
教
授
が
本
年
度
を
も
っ
て
ご
退
職
さ
れ
る

た
め
略
年
譜
・
著
作
目
録
を
載
録
し
ま
し
た
。
来
年
度
も
大

学
院
講
義
に
ご
出
講
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
多
方
面
で
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

な
お
、『
史
窓
』
の
全
文
は
、
京
都
女
子
大
学
学
術
情
報

リ
ポ
ジ
ト
リ
（
京
女A

IR

）
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
。（
母
利
）



執 

筆 

者 

紹 

介

菅
沼
　
愛
語
　
本
学
非
常
勤
講
師

大
川
　
沙
織
　
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
修
了
生

編
　
集
　
委
　
員

母
利
　
美
和
（
委
員
長
）

桑
山
　
由
文

谷
口
　
淳
一

早
島
　
大
祐

史
　
　
窓
　
　
第
73
号

二
〇
一
六
年
二
月
四
日
　
印
刷

二
〇
一
六
年
二
月
十
日
　
発
行

編
　
集
　
　
『
史
窓
』
編
集
委
員
会

発
　
行
　
　
京
都
女
子
大
学
史
学
会

京
都
市
東
山
区
今
熊
野
北
日
吉
町
三
五

京
都
女
子
大
学
文
学
部
史
学
研
究
室
内

☏
（
〇
七
五
）
五
三
一
│
九
一
〇
〇

代
表
者
　
谷
口
　
淳
一

印
　
刷
　
　
株
式
会
社
図
書
印
刷
同

朋

舎

京
都
市
下
京
区
中
堂
寺
鍵
田
町
二

☏
（
〇
七
五
）
三
六
一
│
九
一
二
一

※ 

掲
載
内
容
の
著
作
権
は
、
京
都
女
子
大
学
史
学
会
に
帰
属

し
ま
す
。


